
活
躍
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

挙
管
理
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
も
、
ふ

中
で
も
、
第

代
生
徒
会
執

ざ
け
た
り
他
人
の
声
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
判
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行
部
か
ら
引
き
継
い
だ
３
年

断
で
、
公
正
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
無
効
票
０

目
の｢

東
江
中
学
校
人
権
宣

を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

言｣

に
関
す
る
一
連
の
取
組

は
、
実
に
見
事
で
し
た
。
授

業
前
の
「
立
腰
・
黙
想
」
の

取
組
は
、
他
校
へ
も
伝
わ
り
、

６
日

の
５
校
時
に
、
初
任
者
の
下
地
三
保
子
先
生
が
、

(火)

学
校
を
訪
れ
る
方
々
か
ら
も

１
年
２
組
の
社
会
科
「
大
航

絶
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
時
代
の
幕
開
け
」
の
授
業

ま
た
、
新
入
生
歓
迎
会
、
運
動
会
、
地
区
陸
上
競
技
大
会
、

研
究
会
を
行
い
ま
し
た
。

校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
多
く
の
感
動
を
演
出
し
、
東

実
物
（
胡

椒

）
や
Ｉ
Ｃ

こ

し
よ
う

江
中
学
校
の
良
き
校
風
を
築
い
て
き
て
く
れ
た
こ
と
に
、
心

Ｔ
、
資
料
・
写
真
を
効
果
的

か
ら
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

に
活
用
し
、
大
航
海
時
代
に

!!

い
よ
い
よ
、
今
日
の
投
票
で
、
第

代
生
徒
会
長
が
選
出

発
見
さ
れ
た
新
航
路
や
世
界
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さ
れ
、
新
し
い
生
徒
会
執
行
部
が
誕
生
し
ま
す
。
先
輩
た
ち

の
変
化
を
資
料
か
ら
読
み
取

が
築
き
上
げ
た
校
風
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
、
充
実
・
発
展

り
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
発
見
後

さ
せ
る
た
め
の
大
事
な
選
挙
で
す
。

の
植
民
地
で
の
出
来
事
を
４

５
名
の
候
補
者
の
皆
さ
ん
、
勇
気
を
振

枚
の
写
真
か
ら
考
え
る
、
実

り
絞
っ
て
、
立
候
補
し
て
く
れ
て
、
あ
り

に
楽
し
い
授
業
で
し
た
。

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
誰
が
当
選
し
て
も
、

今
後
の
東
江
中
生
徒
会
を
立
派
に
リ
ー
ド

し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
候
補

者
・
推
薦
人
の
皆
さ
ん
、
今
日
ま
で
の
選

挙
運
動
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
ま
た
、
選

挙
の
準
備
や
運
営
に
関
わ
っ
て
き
た
選
挙

管
理
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
も
重
ね
て
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第

代
生
徒
会
執
行
部
は
、｢

結

支
え
合
い

み
ん
な
と

誰
が
当
選
す
る
か
？
混
戦
が
予
想
さ
れ
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つ
な
が
る

東
江
中
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
会
長
の
東

憲
太

ま
す
が
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
ま

郎

君
を
中
心
に
、
生
徒
会
行
事
や
学
校
行
事
等
で
、
大
い
に

で
頑
張
っ
て
き
た
候
補
者
、
推
薦
人
、
選
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